






A Study on the Color Tone within the Mouth
 Fourth Report：On the constitution of light and the color of the teeth
HIROYOSHI HASHIGUCHI AKIRA KOHZU KENJI SAKAGUCHI













































































































































X Y Z x 1」 a b
Al 25．224．3626．98．3299．3179 49．35　0 2
A2 25．00 23．26 26．18．3385 ．312548．2 8．1 1．58
A3 26．0824．3627．50．3346．3125 49．37．9 1．71
A4 23．9622．022．96．3475 ．3194 46．99．0 3．84
B1 27．2825」630．40．3269 ．308750．7 7．1 0．02
B3 24．70 23．3525．05．3379 ．3194 48．36．6 3．0
B4 26．024．025．40．3454 ．3181 49．0．2 3．5
C1 24．22 22．5426．10．3324．3094 47．47 0
C2 25．26 23．8226．14．3358．3167 48．86．9 2．4
C3 21．55 20．6321．73．3372。3228 45．45．2 3．4
C4 23．98 22．3424．00．3410．3177 47．27．8 2．98
D22L6820．8823．65，32フ4，3工53 45’6 47





X Y Z X L a b
A1 49．86 50．948．10．3590 ．366771．37一〇．2018．31
A2 43．22 43．6229．84．3704．373866．0 L2319．4
B1 48．08 49．7439．46．3502．3623 70．5一1．7316．2
B2 45．00 46．1632．42．3641．373567．9一〇．6719．27




















































X Y Z X L a b
59 19．7819．6421．56．3244322144．322．12 2．18
62 20．6619．78 22．30293 ．315344．485．09 1．40
66 22．6021．7423．72．3321 ．319446．634．92 2．4
65 21．64 20．8422．6．3348 ．322445．654．73 3．1
67 19．3419．52 19．523313 ．33444 ．180．82 4．73
6920．1019．60 20．283351 ．326844．273．57 3．83
77 18．62 18．46 18．84．3330 ．330142．972．17 4．08
81 20．98 20．02 20．38．341 ．326244．745．40 4．32
64 21．52 22．16 22．10．3372 ．336947．070．78 5．12
6818．2818．6417．72 ．3343 ．34164 ．22一〇．14 5．95
8 48 0 366 40840．21 4．67
8 48442
22 22242 22 6 2　71 1．
2 282 2 2 2 2
8 2 3294　86一〇．33 3．01
54 18　682 2
2
6 2026932LOO．3344 ．318943．965．36 2．44
91 18．16 18．56 20．78．335 ．322843．08一〇．15 1．56
92 21．9821．04 24．103275 ．313545．875．26 0．96
9318．68 18．42 19．80．32 3 ．323742．922．58 2．69
0 8403277327741．831．46 321
1　7819．3020．54．3218．323743．933．49 3．03

























































































94 27．9829．1017．62．3746 ．389653．94一1．82 18．4
95 26．7627．5216．70．3770．387752．46一〇．75 17．8













X Y Z x 1」 a b
51 11．5411．7813．34．3148．321334．30．26 0．9
52 13．4213．62 14．803207．325536．910．32 2．06











































X Y Z x 1」 a b
51 56．4657．305L38．3419．347075．7 0．6 12．74
52 58．8459．20 49．603510 ．353176．9 1．8 15．64
55 50．3650．3436．42．3673．367170．9 2．5 19．23
56 50．7451．48 37．34636 ．368971．7 0．6 19．37
58 42．8642．56 24．523898 ．387165．2 2．3 23．38
60 40．3439．78 20．604 05．395063．0 3．7924．79
歯　頸　部
X Y Z x 1」 a b
51 45．32 46．2837．26．3517．359168．0一〇．1 15．15
52 40．58 40．5024．28．3852 ．384463．6 2．4 21．93
55 40．フ6 40．フ224．54．3845 ．384168．8 2．1720．28
56 34．4634．8217．16．3987 ．402859．0 0．9824．06
58 33．96 33．4215．46．4099 ．403457．8 3．6924．61




X Y Z x L a b
A1 18．2617．5419．54．3230 ．31694L884．54L65A2 19．28 18．5620．10．3328 ．320343．084．492．50A31L8817．3218．16．3351 ．324641．623．86 3．26A4 16．38 15．6615．80．3424．32フ339．574．634．03B1 22．722．0023．94．3309 ．320446．904．38 2．57B2 18．92　18．2619．80 ．3320．320542」34．252．44B3 19．20　18．3819．06．3390．324542．874．92 3．65B4 20．00　19．2618．92 ．3438． 31043．894．555．16C1 22．86　21．5024．18．3335 ．313746．376．861．54C2 20．62　19．8420．82．3365 ．323844．544．693．47C3 15．80　15．0615．28．3424．326438．814」6 3．82c4 16．22　15．2615．10．3482．327639．065．75 4．43
歯　頸 部





X Y Z x 1」 a bA1 47．70 48．2643．32．3425 ．346569．47o．9911．66A2 48．948．8840．52．3538．353369．912．6014．75A3 42．8242．6633．14．3610．35965．312．7215．64A4 33．68 32．8820．560866．377457．344．5018．88B1 44．7245．0838．00．3499．352767．141．3913．44B2 45．92 46．5039．52．3480．352468．190．8713．37B3 42．34 42．483L94．3626コ63865．181．9016．57B4 40．54 40．5028．70．3694．369163．642．3417．81C1 41．76 42．1035．20．3507．35364．88L3413．26C2 36．9437．029．22 ．3580．358860．841．8914．12C3 36．6236．5429．44．3569，357460．452．3513．44C4 30．3629．7820．780752．368054．573．8115．62
歯　頸　部

















































































X Y Z x L 8 b10016．74 15．9018．803254 309139　8 5．16一〇．0410217．8217．50 19．703239．3181 41　832．831　36
ユ04 13．5613．3215．563ユ95．313936　502．45o．2710618．0217．2419．18．3310316741ゐ24　81L6810816．1815　7217．523274318139．653　46工　5611216．8016．8018．58．3220．322040．99L441　8211419．0817．2420．40．3364．30394L529．36一〇．07
歯　頸　　部




10052ほ254．125220．3319346173．57’0．589．4310247．1247．34 40．943 8034968．801．8412．8810451．74 53．16 50．32．33 3342872．91一〇．9210．1210645．524L7830．923635」65864．641．5416　8810845．6046．3636．42．355236U68．090　3915．9511240．14 L1632．143538362864　］6一〇　5915　2111437．8637．84 25．46373237姐61　512　211852
歯　頸　部





























三粛撒 三刺激X Y z X Y Z
標準板 標準板
白 80．5 83．2 95．？ 白 ’8．6 8．8 8．6
赤 2α7 10．9 L6 赤 L6 0．7 0
青 17．8 20．5 49．5 青 0．9 LO 3．1
緑 5．7 10．5 6．1 緑 0．2 0．4 0．1
黒 1．0 U L3 黒 0 0 0
の厚みという特長に何等防害される事なく歯牙の
色彩をX，Y，　Zの数値に表現される（図　9）．
　これら2つの構造的差違がX，Y，　Zの三刺激
値に大きく影響を与えているといえる．また
Hunterの色度図からも歯牙の色がCDE－CH4
の方は黄色系，N．S－100の方は赤，紫系の色度を
示す．これはCDE－CH　4は歯牙の表面的な色を
現わし，N．S－100の方は内面的色を示している．
歯牙は我々が眼で見る時，内面から層をなし色が
成り立っている．陶歯においては透明色を出すた
めに螢光色を入れている8｝9），赤，紫系とはこの
螢光色を現わしている様に思われる．ゆえに
CDE－CH　4の機器はこうした層を成した表面の
湾曲した物質には不向きと言わざるをえない．一
方表面が平らな板の様な色板を測定した場合，そ
のデーターは正確無比である．これに対しN．S
－100の機器の受光器は数値が拡散してしまって有
効なデーターは全く得られなかった（写．6，表11）．
以上の実験結果からこの二つの機器にはそれぞれ
松本歯学　7（1）1981 85
S．T．1
N．S
95 80
89．5
検勉患fi樫　3工　（【）ENTAL　C《）LOじR　SNAしYZERレ
32
15
85
図9：受光器の反射機構
の特長があり，限界を有するため、使用目的を選
択した上での使用が望まれる．
5．総 括
　1．V．L．陶歯においてS．T．　Lで測定する
と，切端における座標点は，系列的にyの値が高
く，歯頸部において，xの値が徐々に高くなるの
に対し，N．S．で測定するとx，　y座標点は系列
的に徐々に相関的に高まった．
　2．T．B．においてはS．T．1．で測定すると切
端部は，yの値が高くなり，歯頸部ではxの値が
徐々に高くなる．N．　Sで測定すると切端，歯頸
部共相関的に上昇している．
　3．S．R．においてはS．T．　Lで測定すると歯
頸部において，相関性が認められN．S．で測定す
ると切端部，歯頸部共に相関性が認められた．
　4．DENTAL　COLOUR　ANALYZERの標準
板の測定値は，S．T．1．では正常値を示したが
N．S．で測定すると色標準板共，低値を示した．
　5．a，　bのHunterの色度図でS．T．　Lの測
定値は，黄色系の方に点在しており，N．S．にお
いては赤，紫系統の方に点在する事がわかった．
この事は内面的な色彩を表現し，それは含有され
ている螢光色ではないかと考えられる．
　6．以上の結果から，S．T．1．の検知部は表面
色と平面測定に適し，N．S．検知部では陶歯，歯
牙の構造を持った物体の色測定に適しているが，
表面上の色の測定には不向きである事がわかっ
た．現在S．T．1．の検知部に関してはあらゆる複
雑な構造物を測定出来得る様研究改良中である．
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